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■人口と世帯 Q
今
月
号
の
10
ペ
ー
ジ
と
ま
ち
の
話
題
12

ペ
ー
ジ
で
触
れ
ま
し
た
「
男
女
共
同
参

画
・
女
と
男
の
い
い
関
係
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

や
ま
が
」
を
取
材
し
に
行
っ
た
時
、『
仁
○

加
』
を
見
ま
し
た
。
心
地
い
い
テ
ン
ポ
の

肥
後
弁
の
会
話
を
聞
い
て
い
る
と
、「
つ
く

ず
く
方
言
っ
て
い
い
な
ぁ
」
と
感
じ
ま
し

た
。

Q
洗
練
さ
れ
た
き
れ
い
な
日
本
語
も
い
い

で
す
が
、
荒
々
し
く
も
地
元
に
根
ざ
し
た

方
言
は
、
も
っ
と
美
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
英
）

S

日
輪
寺
公
園
の
つ
つ
じ
を
撮
影
に
出
か
け

た
の
で
す
が
、
ツ
ツ
ジ
の
色
の
美
し
さ
と
観

光
客
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
山
鹿

に
は
い
た
る
所
に
、
季
節
ご
と
に
い
ろ
い
ろ

な
花
が
咲
き
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
広
報
で
も
美
し
い
花
を
紹
介
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

S

裏
表
紙
で
は
今
月
よ
り
山
鹿
八
景
を
順
次

ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
八
景
以
外
に
も
自
分

だ
け
の
お
勧
め
の
景
色
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
だ
け
の
八
景
を
探
し
て
み
る
の
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

（
和)

昨年11月より本年１月まで、山鹿市の特色ある景色や建物、
祭りなど、未来に残したい景観を募集しました。160人342点
の応募があったの中から、山鹿市文化協会長、山鹿温泉・平
山温泉・菊鹿町それぞれの観光協会長と市関係者により、山
鹿八景８点と準八景８点が選定されました。多数の応募まこ
とにありがとうござました。
今号から毎月、この山鹿八景を一景づつシリーズで紹介し

ます。１回目の今回は、このたび選定された『山鹿八景』と
『準山鹿八景』を発表します。
山鹿八景

z光の祭典山鹿灯籠まつり
xレトロな街並み八千代座と豊前街道　　
c湯けむり漂う六湯郷

ろくとうきょう

v石のアートかざぐるまと不動岩　　　
b清流ほとばしる岳間・矢谷渓谷　　
n彼岸花咲く番所の棚田　　　　　　　
m防人

さきもり

たちの遥かなる思い鞠智城
,日本一の装飾古墳群　　　　

準山鹿八景
q朝霧の菊池川
w七夕飾りで彩られた来民の街並み　
eホタル舞う山里
r古刹

こ さ つ

めぐり　
t星原に沈む夕日
y特別天然記念物アイラトビカズラ
u春爛漫

らんまん

の山鹿温泉祭
iロマン咲く古代ハス　

山山鹿鹿八八景景決決定定！！

人口　　59,000（－195）
男　　27,818（－118）
女　　31,182（－77）
世帯数　20,864（＋７）
３月末現在（前月末比）

Public Information YAMAGAPublic Information YAMAGA

つつじ
日輪寺公園　４月15日撮影
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特特集集：：平平成成1199年年度度予予算算 22～～55PP
山山鹿鹿市市のの組組織織改改編編 88～～99PP
ままちちのの話話題題　　　　　　　　　　　　　　　　 1122～～1133PP
案案内内板板　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2200～～2255PP



B

地
方
財
政
は
、
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ

と
や
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
等
も
見
込
ま
れ
、
将

来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ

ま
す
。
引
き
続
き
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
歳
出

の
見
直
し
に
よ
る
抑
制
と
重
点
化
を
進
め
、
効
率
的
で

持
続
可
能
な
財
政
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
に
お
き
ま
し
て
は
、「
創
造

と
成
長
」
の
実
現
を
図
る
方
針
の
下
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
成
長
力
強
化
に
向
け
た
改
革
を
加
速
・
深
化

さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
域
再
生

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

B

１
　
次
世
代
の
育
成
、
人
間
力
の
強
化
（
人
材
強
化
、

明
日
を
担
う
、
地
域
を
担
う
人
づ
く
り
）

限
り
な
い
夢
を
抱
き
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き

る
人
材
を
教
育
目
標
に
、
地
域
や
郷
土
に
対
す
る
愛

着
・
愛
情
を
養
う
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
豊
か

な
心
、
健
や
か
な
体
、
確
か
な
学
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

培
う
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
再
編
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
害
を
持
つ
子

ど
も
や
不
登
校
生
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き

ま
す
。

文
化
振
興
で
は
、
伝
統
芸
能
保
存
対
策
と
し
て
の
後

継
者
育
成
や
文
化
財
の
保
護
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、

市
内
各
種
団
体
お
よ
び
熊
本
県
・
関
係
市
町
と
の
連
携

に
よ
り
、
鞠
智
城
の
国
営
公
園
化
に
向
け
て
の
啓
発
等

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
女
性
の
活
躍
は
、
地
域
の
新
た
な
活
力
源

で
あ
り
ま
す
。
意
欲
と
能
力
あ
ふ
れ
る
女
性
が
あ
ら
ゆ

る
場
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
希
望
に
満
ち
て
活
躍
で
き
る

よ
う
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

２
　
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
強
化
（
成
長
力
・
競
争
力
強

化
、
地
域
活
性
化
戦
略
の
展
開
）

本
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
新
世
紀
の
戦
略

産
業
と
し
て
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
意
欲

と
能
力
の
あ
る
担
い
手
に
対
し
て
の
施
策
を
強
化
し
、

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
や
農
村
地
域
の
良
好
な
環

境
保
全
を
図
る
た
め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る

農
地
・
水
・
環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
支
援
を
し
ま
す
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定
や
、

産
業
界
の
動
向
を
的
確
に
捉
え
、
起
業
立
地
の
た
め
の

戦
略
を
積
極
的
に
展
開
す
る
た
め
、
工
業
団
地
の
整
備

を
具
体
化
し
、
企
業
誘
致
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

観
光
振
興
で
は
、
各
産
業
の
商
品
を
売
り
込
む
山
鹿

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
展
開
や
、
旬
の
情
報
を
紹
介
す
る
季
刊

誌
発
行
を
福
岡
エ
リ
ア
中
心
に
展
開
し
ま
す
。

多
く
の
施
策
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
本
年
度
よ

り
経
済
部
を
農
林
部
と
商
工
観
光
部
に
分
け
て
地
域
産

業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

３
　
将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
社
会
制
度
の

確
立
（
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
）

市
民
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
、
安
全
で

安
心
し
て
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
、
地
域

に
よ
る
子
育
て
家
庭
見
守
り
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

医
療
や
介
護
に
つ
い
て
は
、
よ
り
健
康
で
、
元
気
に

生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
、
予
防
重
視
の
施
策
を
展
開
し

ま
す
。
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
公
的
病
院
と
し
て
の

役
割
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
急
性
期
医
療
を
は
じ
め

診
療
体
制
の
充
実
を
目
指
し
、
改
築
事
業
に
着
手
し
ま

す
。

４
　
市
民
の
安
全
・
安
心
で
柔
軟
か
つ
多
様
な
社
会
の

実
現

交
通
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く

り
や
、
住
環
境
の
向
上
に
不
可
欠
な
幹
線
道
路
網
等
の

整
備
や
、
新
し
い
生
活
交
通
の
確
保
の
た
め
、
循
環
バ

ス
等
に
よ
る
地
域
交
通
体
系
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
都
市
機
能
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
次
の

世
代
へ
よ
り
良
い
か
た
ち
で
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
市

民
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
保
全
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
上
下
水
道
の
見
直
し
に
よ
り
計
画
的
な
整
備
に

努
め
ま
す
。

５
　
行
政
改
革
、
財
政
改
革
、
意
識
改
革
の
確
実
な
実

施
行
政
改
革
大
綱
を
基
調
と
し
、
具
体
的
な
施
策
の
確

実
な
実
行
と
効
率
・
効
果
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
図
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
経
済
的
、
効
率
的
な

管
理
運
営
や
利
活
用
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
学
校
・

保
育
所
等
を
は
じ
め
公
共
施
設
の
再
編
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

地
域
が
抱
え
る
課
題
も
多
様
化
し
て
お
り
、
地
域
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
・
地
域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
う
山
鹿
市
地
域
サ
ポ

ー
タ
ー
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
か
つ
総
合

的
な
視
点
か
ら
分
権
に
対
応
し
う
る
職
員
の
育
成
を
行

い
ま
す
。

市長　中嶋　憲正

平成19年度予算が、3月定例市議会で成立しました。
一般会計予算は、251億円となります。ほかの10特別会計と3企業会計を合計とす

ると538億4,123万3千円となります。
このページでは、一般会計の歳入・歳出の内訳と市民1人あたりどのように使われ

るかをお知らせします。
※市長説明（右文）の全文および全部の予算書は、3月定例会議案として情報プラザ
（市役所１階ホール）でご覧いただけます。
お問い合わせは財政課へ。（1４３‐１１１９）

グラフ１は、歳入を円グラフで表したも
のです。
国や県の基準に基づき交付されたり、割

り当てられた収入（依存財源）が176億859
万5千円で、全体の70.2％を占めています。
主なものは、地方交付税、地方譲与税、

国・県支出金などです。
市税など、市が自主的に収入することの

できる財源（自主財源）は74億9,140万5千
円で、全体の29.8％です。そのほとんどが
市民の皆さんに納めていただく市税です。

グラフ２は歳出を円グラフに表したも
のです。歳出を性質別に見てみましょう。
人件費、扶助費（生活保護・児童・高

齢者・障害者など福祉に使われる経費）、
公債費（借金の返済）など義務づけられ
ている経費（義務的経費）は、129億656
万6千円で、全体の51.4％を占めています。
道路や施設建設等に使われる経費（投

資的経費）は、28億3,554万3千円で、全体
の11.3％です。
その他の経費には、物件費（賃金・旅

費・備品購入費など）、補助費等（各種団
体への補助金など）、繰出金（特別会計へ
の支出）などがあり、全体の37.3％を占め
ています。

市民１人あたり市民１人あたり 44224422万万万万55,,44224455,,442244円円円円 の使いみちの使いみち

小･中学校、
生涯学習
など

41,483円
（9.8％）

児童・高齢者・障害者・
生活保護など福祉関係費

129,062円
（30.3％）

市の借金

64,228円
（15.1％）

道路、公園、
住宅などの
整備

45,65945,659円円
（（10.710.7％％））

農林業、
畜産業など

42,230円
（9.9％）

消防団、消防設備など　14,798円　(3.5％)

地域づくり、戸
籍や住民票、選
挙など

46,95146,951円円
（（11.011.0％％））

健康、検診、予防、ごみ処理など　29,803円　(7.0％)

議会、予備費　4,625円　(1.1％)

グラフ２　歳出

税源移譲により市税４億7,800万円、前年比9.9％増グラフ１　歳入

財政健全化への取組により、全体で前年比3.7％減

特特集集 平平成成1199年年度度予予算算

商工業・観光など　6,585円　(1.6％)



心豊かにたくましく生きる人づくり

国際・地域間交流事業　1,117万7千円
国内外地域との交流を通して、国際的な視野や創造性豊かな人づくりを行います。

子ども輝きプラン　3,926万円
児童生徒の個々を尊重し、人権や生命、他人を思いやる教育を推進します。

生涯教育推進事業　2,757万3千円
各種学習講座を通して、心豊かに生きがいを実感できる生涯学習教育を推進します。

青少年アスリート育成事業　210万円
小学校における競技設備の充実や、実業団による巡回指導を通して、青少年の健全な成
長を目指します。

国際交流、地域づくり、青少年健全育成、生涯スポーツの推進、伝統芸能の保存継承など

活力ある産業づくり

企業誘致対策事業　1,642万1千円
新たな工業団地の整備計画を具体化し、積極的な誘致活動に努めます。

グリーンツーリズムモデル事業　60万円
農業体験(棚田ツアー)を通して、都市と農村の交流を図り、自然環境の保全を進めます。

特産品栽培技術検証事業　100万円
大学などと協同で、新たな適作作物を検討し、栽培から加工までの研究・検証を行います。

受入態勢充実事業　389万4千円
福岡～山鹿・菊池直行高速バスの運行に伴い、経済団体等と連携し、魅力ある観光都市
を目指します。

企業誘致、特産品の振興、農林業・商業の振興、中心市街地活性化対策、誘客宣伝など

地域とともに支え合う暮らしづくり

地域活動支援センター機能強化事業　2,312万2千円
障がいのある人々の、労働を通じた社会参加と自立の促進を支援します。

子育て支援センター運営費　5,030万8千円
子育ての不安感や孤立感を解消など、地域と一体となった子育て支援を行います。

老人保健事業　1億4,828万8千円
若い世代からの健診体制の充実と、健診後の相談・指導を進め疾病の早期発見・重症化
の予防に努めます。

国民健康保険・老人保健・介護保険事業特別会計、子育て支援事業、健康づくり推進など

安全で快適な暮らしを支える基盤づくり

生活交通調査事業　609万2千円
新しい生活交通の確保に向け試験運行を行い、日常生活の利便性向上を図ります。

消防団運営費　1億9,730万2千円
初期消火や災害時の要援護者への支援を行うため、自主防災組織の育成を推進します。

合併支援道路整備事業　1億1,250万円
合併後の均衝あるまちづくりや、住環境の向上を促進するため、中心部と周辺部を連結
する道路等を整備し、交通の円滑化と利便性の向上を図ります。

簡易水道施設・農業集落排水施設・下水道施設・道路などの整備、防災機能の充実など

人と自然が共生する環境づくり

エコアクション21 99万4千円
地域と協働で環境負荷の低減に向けて活動します。

リサイクル推進事業　230万円
「エコタウン」構想を実現するため、地区や学校で行うゴミの減量化や資源化を支援し、
自然と調和した循環型社会の形成を推進します。

景観計画策定　577万5千円
本市の景観施策における方針を策定し、自然環境の保全修景を目指します。

リサイクルの推進、環境保全対策、小型合併浄化槽設置整備、バイオマス利活用推進など

今後の市政運営の基本指針となる「第１次山鹿市総合計画」。
ここでは、その計画に定められた５つの基本目標の中で、平成
19年度に進められる主な事業などについて紹介します。

どどどどんんんんななななととととこここころろろろにににに
使使使使わわわわれれれれるるるるのののの？？？？

▲国際感覚豊かな人づくり並びに地域
間交流を推進します

▲福岡から高速バスを使って多くの観
光客が訪れます

▲子育て中の不安や孤立感を気楽に相
談できる環境づくりを行います

特特集集 平平成成1199年年度度予予算算

▲集合タクシーと市街地循環バスの試
験運行を行います

▲各地区で積極的にゴミの分別収集が
進められています　

国民健康保険事業 74億9,619万8千円 人間ドック受診後の保健指導を強化し、疾病の早期予防に努めます。
老人保健事業 74億2,288万8千円　　高齢者の健康の保持と、適正な医療の確保に努めます。
農業集落排水事業 14億7,884万5千円 菊鹿東部2期処理区の整備を行います。
介護保険事業 46億6,755万円 ケアプランチェックを強化し、介護給付費の適性化に努めます。
山鹿市・植木町介護認定審査事業 4,525万2千円　　公正な要介護・要支援認定業務を進めます。
簡易水道事業 4億4,931万6千円 岩野地区の配水池と高橋・津袋地区の整備を行います。
財産区 1,330万4千円 六郷75万5千円、城北1,072万6千円、稲田61万8千円、稲田六郷120万5千円

水道事業会計 10億4,050万2千円 中水源地の整備を行います。
病院事業会計 37億4,856万5千円 病棟・外来棟などの改築を行います。
下水道事業会計 23億7,881万3千円 合流改善事業を実施します。



■議案第 1 号　専決処分の承認を求めることについて
（平成18年度山鹿市一般会計補正予算
（第７号）） …承認

■議案第 2 号　専決処分の承認を求めることについて
（熊本県市町村総合事務組合を組織する
地方公共団体の数の増加、共同処理する
事務の変更及び規約の一部変更について

…承認
■議案第 3 号　平成18年度山鹿市一般会計補正予算（第

８号） …可決
■議案第 4 号　平成18年度山鹿市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号） …可決
■議案第 5 号　平成18年度山鹿市介護保険事業特別会計

補正予算（第２号） …可決
■議案第６号　平成18年度稲田財産区特別会計補正予算

（第１号） …可決
■議案第７号　平成18年度山鹿市病院事業会計補正予算

（第３号） …可決
■議案第８号　地方自治法の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整理に関する条例
…可決

■議案第９号　山鹿市副市長の定数を定める条例…可決
■議案第10号　市長等の退職手当の支給に関する条例及

び山鹿市教育委員会教育長の給与、勤務
時間及びその他の勤務条件に関する条例
の一部を改正する条例　　　　　…可決

■議案第11号　行政組織の変更に伴う関係条例の整理に
関する条例　　　　　　　　　　…可決

■議案第12号　山鹿市一般職の職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例　　　　　…可決

■議案第13号　山鹿市職員退職手当支給条例の一部を改
正する条例　　　　　　　　　　…可決

■議案第14号　公益法人等への山鹿市職員の派遣等に関
する条例　　　　　　　　　　　…可決

■議案第15号　山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例　　　　　　　　　　　…可決

■議案第16号　山鹿市手数料条例の一部を改正する条例　　
…可決

■議案第17号　山鹿市幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」条
例の一部を改正する条例　　　　…可決

■議案第18号　山鹿市立保育園条例の一部を改正する条
例　　　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第19号　山鹿市乳幼児医療費助成に関する条例の　
一部を改正する条例　　　　　　…可決

■議案第20号　山鹿市老人集会場条例の一部を改正する
条例　　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第21号　山鹿市鹿本農村公園条例の一部を改正す
る条例　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第22号　山鹿市消防団条例及び山鹿市消防団員の
定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部を改正する条例　　　　　…可決

■議案第23号　平成19年度山鹿市一般会計予算
…可決

■議案第24号　平成19年度山鹿市国民健康保険事業特別
会計予算　　　　　　　　　　　…可決

■議案第25号　平成19年度山鹿市老人保健事業特別会計
予算　　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第26号　平成19年度山鹿市農業集落排水事業特別
会計予算　　　　　　　　　　　…可決

■議案第27号　平成19年度山鹿市介護保険事業特別会計
予算　　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第28号　平成19年度山鹿市・植木町介護認定審査
事業特別会計予算　　　　　　　…可決

■議案第29号　平成19年度山鹿市簡易水道事業特別会計
予算　　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第30号　平成19年度六郷財産区特別会計予算
…可決

■議案第31号　平成19年度城北財産区特別会計予算
…可決

■議案第32号　平成19年度稲田財産区特別会計予算
…可決

■議案第33号　平成19年度稲田六郷財産区特別会計予算
…可決

■議案第34号　平成19年度山鹿市水道事業会計予算
…可決

■議案第35号　平成19年度山鹿市病院事業会計予算
…可決

■議案第36号　平成19年度山鹿市下水道事業会計予算
…可決

■議案第37号　熊本県市町村総合事務組合を組織する地
方公共団体の数の減少、共同処理する事
務の変更及び規約の一部変更について

…可決
■議案第38号　山鹿植木広域行政事務組合規約の一部変

更について　　　　　　　　　　…可決
■議案第39号　公の施設の指定管理者の指定について

（黒蛭地区コミュニティーセンター）
…可決

■議案第40号　公の施設の指定管理者の指定について
（蒲生コミュニティーセンター）…可決

■議案第41号　公の施設の指定管理者の指定について
（岳間研修センター） …可決

■議案第42号　公の施設の指定管理者の指定について
（椎持研修センター） …可決

■議案第43号　公の施設の指定管理者の指定について
（幸ケ丘研修センター） …可決

平成19年（第１回）市議会３月定例会は、３月２日に開会し、３月22日までの21日間の日程で開かれました。
今議会では議案65件（条例15件、予算20件、指定管理者８件、市道認定１件、人事案件18件、その他３件）と
陳情４件を審議。
さらに議案１件、議員提出議案３件、意見書案１件が追加上程され審議されました。
その結果は次のとおりです。

■議案第44号　公の施設の指定管理者の指定について
（農村集落多目的共同利用施設下分田セ
ンター） …可決

■議案第45号　公の施設の指定管理者の指定について
（幸の国有機センター） …可決

■議案第46号　公の施設の指定管理者の指定について
（薄尾斎場） …可決

■議案第47号　市道路線の認定について　　　　…可決
■議案第48号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについて　　　　　　　　　…同意
■議案第49号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについて　　　　　　　　　…同意
■議案第50号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについて　　　　　　　　　…同意
■議案第51号　公平委員会委員の選任について　…同意
■議案第52号　六郷財産区管理委員の選任について

…同意
■議案第53号　六郷財産区管理委員の選任について

…同意
■議案第54号　六郷財産区管理委員の選任について

…同意
■議案第55号　六郷財産区管理委員の選任について

…同意
■議案第56号　六郷財産区管理委員の選任について

…同意
■議案第57号　六郷財産区管理委員の選任について

…同意
■議案第58号　六郷財産区管理委員の選任について

…同意
■議案第59号　稲田財産区管理委員の選任について

…同意
■議案第60号　稲田財産区管理委員の選任について

…同意
■議案第61号　稲田財産区管理委員の選任について

…同意
■議案第62号　稲田財産区管理委員の選任について

…同意

■議案第63号　稲田財産区管理委員の選任について
…同意

■議案第64号　稲田財産区管理委員の選任について
…同意

■議案第65号　稲田財産区管理委員の選任について
…同意

■議案第66号　教育委員会委員の任命について　…同意

■陳情第13号　療養病床の廃止・削減の中止を求める陳
情書　　　　　　　　　　　　…不採択

■陳情第15号　「障害者自立支援法の働く場への適用中
止を求める意見書」提出を求める陳情書

…不採択
■陳情第16号　小学校就学前の子どもを対象とした国の

医療費無料制度を早期に創設するよう求
める意見書提出のための陳情書　…採択

■陳情第18号　障害者の利用料軽減のために、山鹿市独
自の支援策を求める陳情書　　…不採択

■議員提出議案第１号　農業委員会委員の推薦について
…可決

■議員提出議案第２号　山鹿市議会会議規則の一部を改
正する規則　　　　　　…可決

■議員提出議案第３号　山鹿市議会委員会条例の一部を
改正する条例　　　　　…可決

■意見書案第１号　小学校就学前の子どもを対象とした
国の医療費無料制度を早期に創設す
るよう求める意見書　　　　…可決

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（1４３‐１６３４）
および本庁総務課法令文書係へ。（1４３‐１１１７）

総　　務

文教厚生

寺崎　勇児
川野　　功
丸山　康昭
森　　久雄
藤原　　弘
高野　誠二
家入　憲隆
平井　光臣

永田　紘二
島田　節男
丸山　寛治
太田黒鐵郎
横手　啓介
原　　　徹
立山　秀木
北原　昭三

経済観光

建設環境

議会運営

堀　　茂幸
森　　芳顕
古田　信助
高口功二郎
古荘　克郎
池田　誠一
藤原　　豊

太田黒鐵郎
川野　　功
寺崎　勇児
森　　芳顕
森川　昭彦
永田　紘二
堀　　茂幸
平井　邦廣

森川　昭彦
平井　邦廣
山口　晋正
西牟田　長
吉本　政幸
立山　　隆
芹川　正美

◎
○

◎
○

◎
○

◎
○

◎
○

【常任委員会とは】
山鹿市では、総務・文教厚生・経済観
光・建設環境の４つの常任委員会を設置
しています。
地域から出た行政に対する要望などを
専門的に調査研究したり、条例の制定や
改廃、予算などについて協議します。
【議会運営委員会とは】
議会がスムーズに運営されるよう日程
調整や意見調整など効率的に進行するた
めに協議します。

◎委員長　○副委員長
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秘書課 秘書係　広聴広報係
総務課 総務係　法令文書係　交通防災係
監理検査室

職員課 人事研修係　給与厚生係
財政課 財政係　管財係
税務課 管理係　市民税係　固定資産税係 収納係

総務部

企画振興課 企画係　地域振興係　統計係
男女共同参画推進室

行政改革推進課 行政改革推進係
情報企画課 情報管理係　地域情報係

企画振興部

経済部
農林振興課　総務係　農業振興係　林業振興係
農林整備課　管理係 農村整備係　林務整備係
商工振興課　商業振興係　市街地活性化対策係

工業振興係
観光振興課　観光振興係　観光企画係

建設部
建設課　建設総務係　土木係　維持係　用地係

地籍管理係　地籍調査係

秘書課 秘書係　広聴広報係
総務課 総務係　法令文書係　交通防災係
監理検査室

職員課 人事研修係　給与厚生係
企企画画課課 企画係　地域振興係　地域交通係 統計係
男女共同参画推進室

行政改革推進課 行政改革推進係
情報企画課 情報管理係　地域情報係
財政課 財政係　管財係
税務課 管理係　市民税係　固定資産税係　収納係

総務部

農林部
農農林林企企画画課課　　農林総務係　農林企画係
農林振興課　農業振興係　林業振興係
農林整備課　管理係 農村整備係　林務整備係

建設部
建設課　建設総務係　

土木係(鹿北班・菊鹿班・鹿本班・鹿央班）
維持係 地籍管理係　地籍調査係

用用地地対対策策室室

商工観光部
商商工工課課 商業振興係　市街地活性化対策係

工業振興係
観観光光課課 観光振興係　観光企画係

山鹿総合支所
総務振興課　総務係　地域振興係

鹿北総合支所
総務振興課　総務係　地域振興係　税務係
市民福祉課 健康福祉係　市民係　国保年金係

健康温泉館係
産業振興課 経済振興係　農林土木係
建設課 建設総務係　公共工務係

菊鹿総合支所
総務振興課　総務係　地域振興係　税務係
市民福祉課 健康福祉係　市民係　国保年金係
産業振興課 経済振興係　農林土木係
建設課 建設総務係　公共工務係

鹿本総合支所
総務振興課　総務係　地域振興係　税務係
市民福祉課 健康福祉係　市民係　国保年金係
産業振興課 経済振興係　農林土木係
建設課 建設総務係　公共工務係

鹿央総合支所
総務振興課　総務係　地域振興係　税務係
市民福祉課 健康福祉係　市民係　国保年金係
産業振興課 経済振興係　農林土木係
建設課 建設総務係　公共工務係

山鹿総合支所
廃　止

鹿北総合支所

菊鹿総合支所
総務振興課　総務係　地域振興係　
市民福祉課 健康福祉係　市民係　
産業振興課 経済振興係　農林土木係

鹿本総合支所

鹿央総合支所

総務振興課　総務係　地域振興係　
市民福祉課 健康福祉係　市民係　
産業振興課 経済振興係　農林土木係

総務振興課　総務係　地域振興係　
市民福祉課 健康福祉係　市民係　
産業振興課 経済振興係　農林土木係

旧　平成18年度 新　平成19年４月１日～

ここののよよううにに改改改改編編編編さされれままししたた！！

病院事務部
管理課　総務係　財務係　企画係

建設準備室

病院事務部
管理課　総務係　企画財務係

病病院院建建設設室室

山
鹿
市
で
は
４
月
１
日
付
け
で
、
次
の

と
お
り
組
織
改
編
を
行
い
ま
し
た
。

管
理
部
門
を
統
合
し
、
山
鹿
市
の
基
幹

産
業
を
推
進
し
、
か
つ
、
総
合
支
所
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
を
確
保
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
、

簡
素
効
率
的
な
組
織
を
目
指
し
て
実
施
し

ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(１)
総
務
部
と
企
画
振
興
部
を
統
合
し
、
総

務
部
と
し
ま
す
。

(２)
経
済
部
を
廃
止
し
、
新
た
に
農
林
部
と

商
工
観
光
部
を
設
け
ま
す
。

(３)
農
林
部
に
農
林
企
画
課
を
設
け
、
農
林

部
門
の
総
合
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

(４)
本
市
の
用
地
買
収
、
台
帳
等
の
公
簿
の
、

適
性
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
建
設
課

に
用
地
対
策
室
を
設
け
ま
す
。

(５)
山
鹿
総
合
支
所
を
廃
止
し
ま
す
。

(６)
鹿
北
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
総
合
支
所

の
業
務
の
う
ち
、
税
務
業
務
、
建
設
業

務
に
つ
い
て
、
本
庁
へ
統
合
し
ま
す
。

（
税
務
・
建
設
業
務
の
受
付
な
ど
は
、
各

総
合
支
所
総
務
振
興
課
で
行
い
ま
す
。）

合
併
か
ら
２
年
を
経
過
し
、
今
後
の
市
の
業
務
に

対
す
る
組
織
体
制
の
充
実
と
、
行
政
改
革
を
推
進

し
な
が
ら
職
員
数
の
削
減
を
図
る
た
め
、
４
月
１

日
付
け
で
組
織
改
編
を
行
い
ま
し
た
。

※変更のあった部署のみ抜粋

…
職
員
課

1
43
‐
１
１
１
３

本庁各課

１１階階

２２階階

３３階階

本庁別館各課

１１階階

２２階階

総合支所各課

税務課　　　福祉課　　子育て支援課　　市民課

国保年金課　　会計課

秘書課　　　総務課　　　職員課　　　財政課　

議会事務局

監理検査室　　企画課　　男女共同参画推進室

行政改革課推進課　　人権啓発課　　監査事務局

選管事務局

建設課　　用地対策室　　都市計画課　　住宅課

農林企画課　　　農林振興課　　　農林整備課

商工課　　　観光課　 農業委員会事務局

総務振興課

市民福祉課

産業振興課

鹿北分室教育課

総務振興課

市民福祉課

産業振興課

菊鹿分室教育課

総務振興課

市民福祉課

産業振興課

鹿本分室教育課

総務振興課

市民福祉課

産業振興課

鹿央分室教育課

鹿北総合支所 菊鹿総合支所 鹿本総合支所 鹿央総合支所

問
合
せ

ま
た
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

助
役
を
廃
止
し
副
市
長
を
置
き
、
収
入
役

を
廃
止
し
会
計
管
理
者
を
置
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

総務振興課　総務係　地域振興係　
市民福祉課 健康福祉係　市民係　健康温泉館係
産業振興課 経済振興係　農林土木係



が

さ
れ
ま
し
た
！

今
年
２
月
14
日
に
山
鹿
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、「
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
ま
が
」
設
立
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

山
鹿
市
に
あ
る
女
性
の
団
体
や

グ
ル
ー
プ
が
お
互
い
に
連
携
を
図

り
、
と
も
に
学
び
あ
い
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
を
目
指
す
た

め
に
設
立
さ
れ
、
趣
旨
に
賛
同
す

る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
現
在
30

団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
の
活
動
と
し
て
は
、

３
月
24
日
に
八
千
代
座
で
開
催

さ
れ
た
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
や
ま

が
「
女
と
男
の
い
い
関
係
」』

を
市
・
教
育
委
員
会
・
地
域
振

興
局
と
の
共
催
で
実
施
し
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
盛
り
上
げ
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
は
、
各
団
体
の
活

動
の
ほ
か
、
交
流
会
や
議
会
傍

聴
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
修

に
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

い
つ
で
も
参
加
加
入
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。「
私
た
ち

の
活
動
を
広
げ
た
い
！
」「
他

に
活
動
し
て
い
る
団
体
の
情
報

が
ほ
し
い
」「
も
っ
と
学
習
し

た
い
」「
市
の
施
策
は
ど
ん
な

こ
と
が
あ
る
の
？
で
き
れ
ば
協

力
し
た
い
け
ど
」
そ
ん
な
思
い

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に

ど
ん
ど
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、（
事
務
局
）
市

役
所
企
画
課
男
女
共
同
参
画
推

進
室
（
1
43
‐
１
１
１
４
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＆＆＆＆
健
康
を
守
る
婦
人
の
会
、
婦

人
会
連
絡
協
議
会
、
民
生
児
童

委
員
女
性
部
、
更
生
保
護
女
性

の
会
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
、
よ
へ
ほ

会
、
読
書
友
の
会
、
太
極
拳
な

ど
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
農

業
・
福
祉
関
連
と
幅
広
い
分
野

の
団
体
が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

役
員
と
し
て
、
初
代
会
長
の

三
嶋
三
重
さ
ん
、
副
会
長
の
星

子
都
さ
ん
・
岡
山
睦
さ
ん
そ
の

他
役
員
紹
介
や
設
立
主
旨
の
確

認
や
規
約
、
事
業
計
画
等
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
と
し
て
、
熊
本
大
学
教

育
学
部
古
賀
倫
嗣
教
授
の
講
演

「
男
女
共
同
参
画
の
考
え
方
と

進
め
方
」
が
あ
り
ま
し
た
。

《こだまの会》（山鹿市鹿本町）
私たちは、合併前の鹿本地区で平成13年４月に女性団体

（14団体）が連携・協調を図り、親睦・教養を深め心豊かな
地域づくりに努めるために設立された「こだまの会」です。
毎年、先進地研修や環境活動を実施してきました。
「地域のことは地域に住む自分たちで考え行動していこ

う」との会員一致の考えで、『地域安全パトロール』の活動
を実施することになり、２月に出発式が行われました。
土・日・祝日の活動を中心に地域の安全を見守る活動を行
っていきます。
今後は、女性ネットワークやまがのメンバーとして他の

加入団体のメンバーと協力して頑張ります。

▲過去
最多　

13団体
約500

人の参
加で盛

り上が
った『

陽・揺
・踊』

民民謡謡とと踊踊りりのの共共演演
御幸式行列

湯湯壽壽のの舞舞

かわいらしい稚稚児児行行列列

綱綱引引きき大大会会

なつかしい紙芝居

工工芸芸展展

馬馬カレーふるまい

勇勇壮壮なな春春風風太太鼓鼓ままつつりり

忍
者
で
ご
ざ
る
よ
！

４
月
14
日
・
15
日
の
２
日
間
、
温
泉
の
恵
に
感
謝
す
る
湯
ま

つ
り
『
山
鹿
温
泉
祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
絶
好
の
天
候
に

恵
ま
れ
、
多
彩
な
催
し
に
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

祭
り
の
模
様
を
ス
ナ
ッ
プ
で
紹
介
し
ま
す
。



中（山鹿）

長年、町議会議員として鹿
北町で議員を努め、議長とし
て議会の円滑な運営に尽力す
るとともに、産業、教育、文
化、福祉の向上に貢献したこ
とが認められ受章

久原（山鹿） 多久（鹿北）

在職中は多くの信頼を集
め教育一途に職責を果たし、
退職後は公民館長として社
会教育における地域の教育
力を高めた功績が認められ
受章

県内はもとより遠くは台
湾で教職に携わり、多くの
児童を育成し、信用と努力
第一の信念を持って教育一
筋に職責を完遂したことが
認められ受章

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

本分地区（菊鹿町）の全区民が互いに助け合い、かつ支
え合いながら安心して暮らせる地域を築いていくととも
に、地震、風水害、火災等の被害防止、軽減を図ることを
目的とした「本分地区福祉防災会」が設立されました。
設立総会では、昨年８月の世話人会発足から、趣旨説明

会、女性説明会などたび重なる協議や、防災マップ・活動
班員名簿の作成などの経過報告があり、中嶋市長が「市と
して自主防災組織の育成を強化する平成19年度の先陣を切
っての設立に心から感謝します。山鹿市のモデル組織とな
る活動を願います」と述べました。

…本分地区福祉防災会設立総会　４月１日　
本分地区多目的集会施設（菊鹿）

▲一致団結して地域の安全を守ります

今年の２月に発足した『女性ネットワークやまが」共催の
もと、山鹿市男女共同参画推進条例の概要説明で始まり、約
300人ほどの参加者の中、フォーラムが開催されました。
「人が輝く山鹿、それぞれが認めあい豊かに生きる市を目

指していきましょう」と市長の挨拶。その後、「ガネ政家の男
女共同参画」との演目で、地域おこし本分29日会の指導と協
力で市職員との“仁○加”も披露され、大きな笑いとともに
男女共同参画について考えました。
基調講演では、「これからの女と男のいい関係」というテー

マで、女性問題や高齢化問題に詳しい樋口恵子さん（東京家
政大学名誉教授）を講師に招き、講演が開催されました。男
と女の間違った認識など笑いを交えた楽しい講演となりまし
た。

…女と男のいい関係～フォーラムinやまが～ ３月24日
八千代座

▲基調講演をする樋口恵子さん

あんずの花が満開を迎えた春分の日、菊鹿町のあんずの丘には、
遠く福島県から参加したランナーら1,015人が集まり、今年で12回
目のあんずの丘マラソン大会が開催されました。
今年から親子で走る1.5kmコースが新たにコースに加わり、手を

つないだり、励まし合ったりしながら、思い思いのペースで走る
親子の姿が多く見られました。また、10kmコースでは鞠智城公園
内の遊歩道を走るコースとなり、八角形の鼓楼や米倉を間近に見
ながら走るコースは、「太古のロマンを感じられ、疲れもふっとぶ」
と、ランナーに大変好評のようでした。
ゴールした後は、良質なお湯で知られる菊鹿温泉で一汗流し、

１日の疲れを癒しました。

…あんずの丘マラソン大会　３月21日　あんずの丘

▲どのランナーもすてきな笑顔を見せてくれました！

▲多くの人が渡り初めをして橋の完成を祝いました

主要地方道日田鹿本線のバイパスと番所集落を結ぶ、市道番
所山田線（番所橋）が完成し、地区住民や市関係者ら150人が
出席して完成式が行われました。
神事の後、児玉秀秋区長が「かねてからの要望であったこの

道路が開通したことを、区民全員でたいへん喜んでいます。番
所地区のますますの活性化につなげていきたい」と挨拶。
中嶋憲正市長らがテープカットとした後、牛�純也さん家族

を先頭に、出席者全員で渡り初めを行いました。
この橋は、上内田川に架けられた延長66メートル、車道幅員

5.0メートルのコンクリート橋で、平成15年度より事業着手し、
総事業費約２億２千450万円と４年の歳月をかけて完成しまし
た。この道路の完成により、彼岸花の名所である同地区と、矢
谷渓谷は車で約５分の距離となり、ますます便利になりました。

…市道番所山田線（番所橋）完成式
３月11日　番所地区（菊鹿）

福岡～山鹿を結ぶ高速バスの運行が１日から開始され、山
鹿バスセンターでは関係者約50人が出席して、福岡から到着
した観光客を迎える式典がありました。
到着した観光客10人を拍手で迎え、ロビーでは山鹿灯籠踊

り保存会が、鹿北茶と燈籠もなかでもてなした後、踊りを披
露して歓迎しました。その後、山鹿温泉観光協会の職員が、
山鹿の観光地、飲食店などツアープランの相談に応じました。
福津市から訪れた大川原雪子さんは、「熊本市内には良く行

くのですが、山鹿行きの直行バスが運行すると聞いて、何十
年ぶりに来ました。灯籠まつりの下見も兼ねて、温泉も楽し
みにしています。知らない土地では食事する所が困るので、
ツアープランの提供は助かりました。直行バスは便利なので
また利用したいですね」と話してくれました。

…福岡～山鹿直行高速バス運行開始記念式典
４月１日　山鹿バスセンター

▲ツアープランは私たちにまかせて！観光客に説明する観光協会職員



今
年
、
２
月
頃
か
ら
九
州
地
方
で
は
、
高
価
な
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
売
り
つ
け
る
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。

【
被
害
内
容
】

訪
問
し
た
業
者
が
、「
警
報
器
の
検
査
に
来
た
」
と

い
う
の
で
家
に
上
げ
た
と
こ
ろ
、「
火
災
警
報
器
の
設

置
が
法
律
で
義
務
化
さ
れ
た
。
ど
う
せ
設
置
す
る
な
ら

防
犯
な
ど
に
も
使
え
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
装
置
の
ほ

う
が
よ
い
」
と
勧
め
ら
れ
、
35
万
円
も
の
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
に
電
話
で
解

約
を
申
し
出
た
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
な
い
よ
う
に

説
得
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
ポ
イ
ン
ト
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

消
防
法
が
改
正
さ
れ
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
被
害
が
で
て
い

ま
す
。
設
置
に
つ
い
て
は
、
新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６

月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
市
の
条
例
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
消
防
署
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
証
拠
が
残
る
ハ
ガ
キ
で
申
し

出
を
し
ま
し
ょ
う
。（
左
記
は
、
一
例
で
す
。）

…
商
工
課
　
　
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

…
山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ 契約解除通知

平成○年○月○日に○
○（販売会社名）と契約
しました○○○（商品名）
は、解除します。

平成 年 月 日
住所

氏名

《例》契約した販売会
社へ送付（ハガキ裏）

クレジット契約した場
合、クレジット会社にも
送付しましょう。

山
鹿
地
方
の
住
民
に
長
ら
く
親
し
ま
れ
て

き
た
『
国
鉄
バ
ス
』、
年
配
の
方
々
に
は

『
省
営

し
ょ
う
え
いバ
ス
』
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
り
実
感

的
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
国
鉄
民
営
化
以
降

は
『
Ｊ
Ｒ
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
）
バ
ス
』
の
名

で
親
し
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
『
Ｊ
Ｒ
バ
ス
山

鹿
線
』
は
、
さ
る
平
成
18
年
２
月
28
日
を
も

っ
て
廃
止
さ
れ
た
。

『
国
鉄
バ
ス
・
Ｊ
Ｒ
バ
ス
』
山
鹿
線
の
前

身
『
省
営
バ
ス
』
は
、
昭
和
10
年
８
月
21
日

肥
後
大
津
〜
南
関
間
48
km
の
営
業
が
開
始
さ

れ
た
。

大
正
11
年
に
交
布
さ
れ
た
「
改
正
鉄
道
敷

設
法
」
に
基
づ
い
て
全
国
各
地
の
鉄
道
路
線

網
が
予
定
線
と
し
て
細
か
く
規
定
さ
れ
た
。

長
崎
本
線
の
佐
賀
か
ら
鹿
児
島
本
線
瀬
高
せ
た
か

を

経
て
、
南
関
〜
山
鹿
〜
菊
池
を
経
由
し
て
宮

地
軽
便
け
い
べ
ん

線
（
の
ち
の
豊
肥
本
線
｜
大
正
３

年
熊
本
〜
肥
後
大
津
間
開
業
、
大
正
５
年
立

野
ま
で
、
大
正
７
年
宮
地
ま
で
開
業
。
大
分

ま
で
全
通
は
昭
和
３
年
）
の
肥
後
大
津
ま
で

を
結
ぶ
鉄
道
線
が
『
改
正
鉄
道
敷
設
法
113
号
』

に
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
鉄
道
を
敷

設
す
る
の
に
は
莫
大
な
予
算
と
時
間
が
か
か

る
た
め
、
鉄
道
敷
設
に
先
立
っ
て
自
動
車
を

運
転
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
『
鉄
道
先
行
バ

ス
路
線
』
で
、『
国
鉄
バ
ス
山
鹿
線
』
は
こ

れ
に
該
当
す
る
路
線
だ
っ
た
。

昭
和
13
年
に
、
同
法
定
線
の
一
部
に
な
っ

て
瀬
高
〜
南
関
間
を
運
行
し
て
き
た
『
東
肥
と
う
ひ

鉄
道
（
九
州
肥
筑
鉄
道
）』
が
廃
止
さ
れ
た

た
め
、
昭
和
16
年
12
月
１
日
か
ら
東
肥
鉄
道

の
瀬
高
〜
南
関
の
区
間
も
『
省
営
バ
ス
路
線
』

が
、
そ
の
補
填
と
し
て
延
長
さ
れ
、
瀬
高
〜

肥
後
大
津
間
全
線
61
・
８
km
の
路
線
と
な
っ

た
。

当
時
の
鉄
道
運
輸
行
政
の
所
轄
官
庁
は
、

大
正
９
年
の
官
制
公
布
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
の
『
鉄
道
院
』
に
代
わ
っ
て
『
鉄
道
省
』

が
置
か
れ
、
国
有
鉄
道
・
国
有
バ
ス
は
同

省
の
直
営
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
肥
後
大

津
〜
南
関
・
瀬
高
間
の
バ
ス
路
線
は
『
省

営
バ
ス
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

戦
後
、
省
直
営
の
国
有
鉄
道
は
『
日
本
国

有
鉄
道
公
社
』
に
替
わ
り
、『
省
営
バ
ス
』

は
『
国
鉄
バ
ス
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
長
ら
く
『
省
営
バ
ス
・
自
動
車
』

と
い
う
言
葉
に
親
し
ん
で
き
た
高
齢
の
人

の
中
に
は
、
今
で
も
『
省
営
バ
ス
』
と
呼

ぶ
人
も
あ
る
。

国
鉄
の
分
割
民
営
化
に
よ
り
九
州
の
鉄

道
は
『
Ｊ
Ｒ
九
州
』
と
な
っ
た
が
、
バ
ス

部
門
は
鉄
道
か
ら
切
り
離
さ
れ
『
Ｊ
Ｒ
バ

ス
株
式
会
社
』
と
な
っ
た
。
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
影
響
と
沿
線
住
民
の
人
口
増

加
の
停
滞
、
少
子
化
に
よ
る
通
勤
・
通
学

者
の
利
用
の
減
少
な
ど
バ
ス
乗
客
の
減
少

に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
山
鹿
線
の
経
営
維
持
存
続

が
困
難
と
な
っ
た
結
果
、
平
成
18
年
（
２

０
０
６
）
２
月
28
日
を
最
後
に
、
同
バ
ス

路
線
は
つ
い
に
廃
止
の
運
命
に
追
い
込
ま

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
廃
止
路
線
は

九
州
産
交
グ
ル
ー
プ
と
熊
本
電
鉄
に
よ
る

共
同
運
行
の
バ
ス
路
線
と
な
っ
た
。

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

西
村
　
亮
一
さ
ん

（
鹿
本
町
）

昭
和
40
年
代
の
国
鉄
バ
ス

窓
回
り(

濃
緑
色
）、
車
体

下
部(

黄
土
色
と
濃
緑
色)

、

屋
根
回
り
と
窓
下(

ク
リ
ー

ム
色)

に
塗
装
さ
れ
て
い
た

▲

Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
　
来
民
町
バ
ス
停
標
柱

▲

▲昭和50年代の国鉄バス乗車券
（南関～山鹿～鹿本商工高校前間で使用　運賃350円）

・おはなし会
日時u５月23日D 午後２時30分から

鹿本図書館
u５月７日B・14日B・21日B

28日B
山鹿市中央公民館図書室
u５月３日_・４日_・５日_

28日B
鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

スコットランド高地連隊の狙撃兵トマス・キースは、ト
ルコとの戦いのために、１８０７年にエジプトへ－。物
語の名手サトクリフが実話をもとに描く、イスラム教に
改宗し、アラブ世界に生きた高潔な戦士の物語。

近藤　等則／文　福音館書店

ザゥアー、ゴゥオー。オギャーと生まれた僕の耳に聞
こえてきた、来島海峡のうずしおの音…。世界的に活
躍中のトランペット奏者と画家が、子どものために、
絵本という舞台で華麗な競演を繰り広げる。

ローズマリ・サトクリフ／著　原書房

友だち・将来の夢・恋愛・自分のこと…。「バッテリー」
「ありふれた風景画」「えりなの青い空」など多数の著作
の中から、１０代の少年少女に届けたい言葉を集めたメ
ッセージブック。

あさの　あつこ／著　ＰＨＰ研究所

・おはなし会
日時u５月12日G・19日G・26日G

午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u５月１日C・15日C

午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u５月1日C・15日C

午前10時30分から
・特別展示「語ってみませんか？

民話・むかしばなし」
期間u５月10日E～30日D

《今月は鹿本図書館から》

行
楽
地
に
よ
る火火

災災
のの
防防
止止

春
　
こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
り
、
各
地
で
山
開
き
な
ど

が
行
わ
れ
、
ド
ラ
イ
ブ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
出
か
け

る
季
節
に
な
り
ま
す
。
行
楽
地
の
火
災
防
止
、
山
火
事
、

林
野
火
災
防
止
の
為
、
次
の
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
車
か
ら
の
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い

●
行
楽
地
で
火
を
使
用
し
た
ら
完
全
に
消
火
す
る

●
火
遊
び
を
し
な
い

●
行
楽
地
で
の
紙
く
ず
、
ゴ
ミ
類
は
必
ず
持
ち
帰
る

●
タ
バ
コ
は
灰
皿
の
あ
る
場
所
で
吸
う
か
、
携
帯
灰
皿

を
携
行
す
る

一
人
ひ
と
り
が
、
防
火
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 



子どもたちと、どう過ごされていますか？連休もあ
り、どこかに連れて行こうかなあ～？と考えておられ
るかもしれませんね。でも、お出かけばかりが共に過
ごすということではないような気がします。毎日のち
ょっとしたふれあいの中で、親子関係、思い出は子ど
もたちの心の中に育まれ、残っていくものではないで
しょうか？
先日、親子ふれあい遊びの研修がありました。大人

と子ども、大人と大人、みんなで楽しめる『からだほ
ぐし、こころほぐし』の、つるまき体操のひとつを紹
介します。

qq

ww

ee

tt

この研修など18年度に行われた、「地域子育てサポ
ーター養成講座」、「リーダー研修」、サポーター登録
カードの作成、子育て情報リーフレットの作成などは、
「地域子育て支援ネットワークの構築」の一環として、
宝くじの助成金である、「共生のまちづくり助成事業」
の助成金により実施し
ました。
開催実施の様子は、

各子育て支援センター
にて閲覧できます。

rr

やさしさの支え合い、ほ
んのちょっとのお手伝い、
生活の中での身近な「ファ
ミサポ」として少しずつで
すが支え合いの輪が広がっ
ています。19年度も人と人

との出会いのお手伝いができたらと思っています。フ
ァミサポは日頃のサポート活動の他、交流会、通信発
行など行っています。
今まで「育児サポーター養成講習会」を数日に分け

て行っていましたが、今年度は１日で行います。子育
てに関心をお持ちの方、自分の子育てを振り返り現在
の子育て支援に触れ、子どもとの遊びの楽しさを味わ
い、充実した１日を過ごしてみませんか。

※日程については、後日広報・社協だよりにてお知ら
せします。

…やまがファミリー・サポート・センター
144-8800

問合せ

鹿
本
幼
稚
園
保
護
者
　
冨
丸
和
雄
・
み
ゆ
き

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
は
、
来
民
校
区
で
も

『
あ
は
は
運
動
』
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。

日
頃
よ
り
、
早
寝
早
起
き
は
心
が
け
て
い
る
我
が

家
で
は
あ
る
が
、
こ
と
朝
ご
は
ん
に
関
し
て
は
、
無

頓
着
で
パ
ン
食
中
心
の
生
活
で
あ
っ
た
。「
よ
し
！
こ

れ
を
機
会
に
ご
飯
に
換
え
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
こ
の
数
カ
月
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
で
あ
る
。「
え

〜
今
日
は
パ
ン
が
い
い
！
」
の
小
２
の
息
子
の
一
言

と
我
が
家
の
「
ま
っ
い
い
か
精
神
」
が
合
い
重
な
っ

た
時
、
パ
ン
食
に
戻
る
が
、
奇
跡
的
に
？
今
で
も
ご

飯
は
続
い
て
い
る
。

う
れ
し
い
誤
算
も
あ
っ
た
。
夫
婦
二
人
、
協
力
し

て
台
所
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
が
進
ん
で
お
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

だ
。
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、「
こ
の
食
べ
物
ど
こ

産
？
ど
ん
な
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
？
」
な
ど
、
今
で
は

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
食
育
の
場
と

し
て
我
が
家
の
台
所
は
大
活
躍
で
あ
る
。

こ
の
運
動
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
『
親
が
変
わ

れ
ば
子
も
変
わ
る
。』
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
反
省
も

し
た
。
こ
ん
な
私
た
ち
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
に
親
育
て
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
共

に
成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
願
う
日
々
で
あ
る
。

米
田
保
育
園

地
域
と
連
携
し
て
『
ふ
る
さ
と
』
を
大
切
に
す
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
菊
池
川

工
事
事
務
所
よ
り
菊
池
川
河
川
敷
を
、
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
と
し
て
解
放
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
老
人
会
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
と
、
山
鹿
の
老
人
会
よ
り
頂
い
た
パ
ン
ジ
ー
の

花
植
え
を
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
と
っ
て
も
寒
く
、

あ
ら
れ
が
降
る
ほ
ど
の
天
気
で
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
も
、
老
人
会
の
方
に
植
え
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、

丁
寧
に
パ
ン
ジ
ー
の
花
を
植

え
て
い
き
、
あ
っ
と
い
う
ま

に
植
え
終
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
子
ど
も
た
ち

の
顔
が
生
き
生
き
と
し
て
い

ま
す
。
帰
り
は
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

と
し
っ
か
り
手
を
つ
な
い
で

保
育
園
に
帰
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
、
菊
池
川
工
事
事
務
所
に
、
お
礼
と

お
知
ら
せ
を
兼
ね
て
『
遠
足
』
の
行
事
の
時
に
訪
問

し
ま
し
た
。
職
員
の
方
よ
り
施
設
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
菊
池
川
や

堤
防
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は

大
き
な
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
、
力
強
い
川
の
流
れ

や
堤
防
の
様
子
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
人
た
ち
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
川
を
守
っ
て
お

ら
れ
る
事
を
知
っ
た
り
、
感
じ
た
り
す
る
こ
と
は
で

き
た
よ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
も
、
堤
防
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
川
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
み
ん

な
の
菊
池
川
で
す
。
豊
か
な
自
然
を
み
ん
な
で
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
も
菊
池
川
の
河
川
敷

に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

山
鹿
中
央
保
育
園

サ
ク
ラ
の
花
も
咲
き
始
め
、
別
れ
と
出
会
い
が
や

っ
て
く
る
３
月
。
13
人
の
子
ど
も
た
ち
が
卒
園
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
保
育
園
で
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
あ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
涙
に
つ
つ
ま
れ
た
卒
園
式
で

し
た
。

毎
年
卒
園
式
の
日
、
全
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
に

ア
ル
バ
ム
を
配
り
ま
す
。
ア
ル
バ
ム
に
は
１
年
間
の

行
事
（
運
動
会
・
遊
戯
会
・
遠
足
な
ど
）、
午
睡
中
、

給
食
中
、
普
段
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
の
写
真
に
、
職

員
が
カ
ッ
ト
と
、
そ
の
時
の
子
ど
も
の
様
子
の
コ
メ

ン
ト
を
つ
け
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
か
ら
、「
家
で
は
見
ら
れ
な
い
表
情
が

見
ら
れ
て
う
れ
し
い
」、「
将
来
子
ど
も
の
宝
物
に
な

り
ま
す
」
な
ど
の
、
う
れ
し
い
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
１
年
間
の
思
い
出

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
ア
ル

バ
ム
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▲花植え　楽しかったよ～！！

▲このエビどこ産かな？

▲家族揃ってのご飯はおいしいネ



訂
正
と
お
詫
び

小学校・中学校の話題をお届け！

新年度も始まり、新学期を迎えた新入生、新たな一歩を踏み出
した新社会人、離職後これから自分の時間を楽しみたいと考えて
いる諸先輩方、さまざまな形の春を迎えて健康づくりに挑戦して
みませんか。
やまが総合スポーツクラブには、多くのスポーツ種目があり、

自分にあったものを好きな種類選択できます。もちろん掛け持ち
もＯＫです。「初めてなんだけど基礎からやってみたい」「体力づ
くりもあるけどスポーツを通して友達をつくりたい」「年齢の違
う人達との交流がしたい」などお考えの方には、ベストなクラブ
だと思います。
詳しくは、やまが総合スポーツクラブ（総合体育館内）にお問

い合せください。

市
老
連
山
鹿
支
部
　
田
上
常
夫
さ
ん

「
き
れ
い
か
花
ば
見
る
と
よ
か
な

あ
。」
と
人
は
心
か
ら
そ
う
感
じ
る
と

思
い
ま
す
。

今
回
、
私
た
ち
は
山
鹿
支
部
の
活
動

の
一
つ
と
し
て
、
市
の
委
託
を
受
け
菊

池
川
の
大
堰
橋
付
近
の
河
川
敷
に
花
苗

の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
自
主
的
活
動

や
こ
の
よ
う
な
活
動
を
含
め
年
間
を
通

じ
て
支
部
内
各
所
で
実
施
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
悩
み
も
多
く
、
植
え
た
後

の
手
入
れ
や
季
節
ご
と
の
植
え
替
え
な

ど
、
準
備
を
含
め
て
維
持
管
理
が
最
大

の
問
題
点
で
す
。
こ
れ
は
、
会
員
の
高

齢
化
に
よ
る
参
加
人
員
の
不
足
や
運
営

資
金
の
不
足
な
ど
が
あ
り
、
大
変
苦
労

投
稿

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

大道小学校

入会金
年会費区分
学生会員
一般会員
ファミリー会員
ハートフル会員

団体会員

幼児会員

スポーツ安全保
険料（年額）

１名につき（入会時のみ）
対象者
小・中・高校生または18歳未満（要保護者の同意書）

18歳以上
同居家族３名まで（成人１名含む）
障害者手帳をお持ちの方　　　学　生
（申込時手帳持参） 一　般
会社、スポーツ、文化活動を行う10名以
上の任意団体（18歳以上）
小学生未満（保護者同伴、保護者が会員）
中学生以下
高校生以上
60歳以上

1,000円
年額
3,000円
6,000円
10,000円
1,500円
3,000円
5,000円

無料
500円
1,500円
800円

山鹿市熊入町416総合体育館内
1４３‐００９３

投
稿

鹿
校
通
区
　
総
区
長

渡
邊
　
才
さ
ん

こ
の
た
び
、
鹿
校
通
４
丁
目
の
交
差

点
に
待
ち
に
待
っ
た
信
号
機
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
、
近
年
市
道
が
広
く
な

っ
た
り
、
鹿
校
通
公
園
が
で
き
た
り
と

人
や
車
の
往
来
が
多
く
な
り
、
交
通
事

故
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。

区
民
の
中
か
ら
も
、
最
近
交
通
量
が

多
く
な
り
こ
の
交
差
点
付
近
で
見
通
し

の
悪
い
場
所
も
あ
る
の
で
、
通
勤
、
通

学
に
不
安
が
あ
る
と
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
山
鹿
警
察
署
や
関
係
機
関

に
何
回
も
足
を
運
び
、
要
望
を
重
ね
て
、

こ
の
信
号
機
の
設
置
が
実
現
し
ま
し

た
。当

日
は
、
点
灯
式
を
行
い
、
山
鹿
警

池
田
忠
行
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
北
町
四
丁
）

朝
か
ら
天
気
快
晴
。

今
日
は
、
町
の
駅
伝
大
会
。
集
落
内

を
力
走
す
る
小
学
生
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
。

私
の
集
落
は
１
区
で
、
全
員
21
名
が

通
過
す
る
ま
で
大
き
な
声
を
出
し
て
応

援
し
た
。

チ
ー
ム
の
編
成
も
大
変
の
よ
う
だ
。

し
ば
ら
く
し
て
、
ゴ
ー
ル
を
見
に
行

っ
た
。
私
の
集
落
は
、
力
走
も
お
よ
ば

ず
好
成
績
は
残
せ
な
か
っ
た
が
、
猛
追

の
ラ
ン
ナ
ー
を
振
り
き
り
、
ニ
コ
ニ
コ

顔
で
ゴ
ー
ル
の
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。

駅
伝
は
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
の
が
一

番
の
責
務
。
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
う
。

一
番
の
喜
び
は
、
反
省
会
で
子
ど
も

た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
来
年
も
頑
張
ろ

う
と
誓
い
合
っ
た
こ
と
だ
っ
た
と
聞
い

た
。息

子
は
、
大
会
で
は
長
い
区
間
を
走

っ
て
い
た
が
、
今
年
は
、
そ
の
姿
を
見

れ
ず
、
今
日
の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と

に
し
た
。
チ
ー
ム
の
選
手
21
人
の
皆
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

本
田
イ
チ
子
さ
ん

（
山
鹿
市
石
）

２
月
頃
、
山
鹿
の
あ
る
病
院
で
、
昨

年
亡
く
な
っ
た
主
人
が
生
前
買
っ
て
く

れ
た
大
事
な
眼
鏡
を
な
く
し
ま
し
た
。

主
人
と
の
思
い
出
の
品
で
す
。

４
月
３
日
の
主
人
の
一
周
忌
ま
で
に

は
、
戻
っ
て
ほ
し
い
と
毎
日
願
っ
て
い

ま
す
。
フ
レ
ー
ム
が
あ
ず
き
色
の
眼
鏡

で
す
。

心
当
た
り
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先u

本
田
1
44
‐
２
７
８
３

投
稿

投
稿

１読書活動の推進
本校には、保護者や地域のボランティアの方々

による子どもたちの読書活動のための「マーマレ
ード」と「あっぷるみんと」の二つのグループが
あります。
あっぷるみんとは、毎週水曜の朝の読み聞かせ

活動に、マーマレードは毎週木曜の昼休みの時間
の読書へのアドバイス・快適な図書室のための環
境整備・装飾活動に力を尽くしていただいていま
す。
この活動により、児童の読書冊数は年々増えて

おり、平成18年度の一人あたりの年間平均読書数
は、77冊になり、前年度より大きく飛躍しました。
毎週水・木を楽しみにしている子どもたちです。

２菊池川河川敷の苗植え活動
大道小のすぐ近くを流れる菊池川。この川の河

川敷に花の苗を植える活動を昨年度から行ってい
ます。２月26日、５・６年生91名と保護者、校区
のボランティアの方々とで行いました。
今年の苗の総数は、6,000株でしたが、地域の方

のわかりやすい植え方の説明と子どもたちのやる
気とで、１時間たらずで全ての苗の植え付けが終
わりました。土手に上がり、自分たちが植えた花
の公園を見下ろしながら、とても満足そうな子ど
もたちでした。５月にはきっと、すてきな一面の
花畑になっていると思います。楽しみです。

先
月
、
４
月
１
日
号
「
広
報
や
ま
が
」

の
立
山
美
和
さ
ん
（
山
鹿
市
蒲
生
）
の

投
稿
欄
「
千
田
聖
母
八
幡
宮
を
ご
存
じ

で
す
か
？
」
で
、
原
稿
入
力
の
際
、
こ

ち
ら
の
ミ
ス
で
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
こ

と
を
訂
正
し
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た

立
山
さ
ん
に
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

本
文
16
行

誤
「
あ
つ
く
餅
持
ち
」

→

正
「
厚
く
持
ち
」

本
文
21
行

誤
「
年
式
遷
宮
」→

正
「
式
年
遷
宮
」

秘
書
課
広
聴
広
報
係

【現在活動中の種目】
バドミントン、バレーボール、バスケット
ボール、ハンドボール、ソフトボール、硬
式テニス、卓球、陸上、空手、柔道、剣道、
太極拳、健康ビーチバレー、バウンドテニ
ス、ウォーキング、カントリーダンス、ス
ーパー竹とんぼ、エアロビクス
【入会方法】
申込書（本人・保護者の署名押印が必要）
に入会金、年会費、スポーツ安全保険料を
添えて直接「やまが総合スポーツクラブ」
にお持ちください。

察
署
の
指
導
の
も
と
、
近
く
の
若
葉
保

育
園
の
年
長
さ
ん
13
人
に
渡
り
初
め
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

改
め
て
山
鹿
警
察
署
や
関
係
機
関
の

ご
協
力
に
感
謝
し
、
鹿
校
通
区
民
を
代

表
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
心
に
安
ら
ぎ
を
あ
た
え
る

き
れ
い
な
花
を
通
し
て
、
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、
暑

い
日
も
寒
い
日
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
山
鹿
市
の
環
境

を
良
く
し
、
観
光
に
来
ら
れ
た
お
客
様

の
心
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
役
所
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲

マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
方
々
に
よ
る

ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会

▲

み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
た
６
千
株
の

苗
植
え



E
は
、
固
定
資
産
税
第
１

期
、
軽
自
動
車
税
全
期
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
税
第
２
期
の
納
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

５
月
は
特
別
徴
収
月
間
で
す
。

日
時u

５
月
１
日
C
〜
31
日
E
ま
で

（
土
曜
・
祝
日
を
除
く
）

（
月
〜
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
ま
で

（
日
曜
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
に
よ
っ

て
減
免
さ
れ
ま
す
。

本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

（
税
務
班
）
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
税
】

・
生
活
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

・
公
益
の
た
め
に
専
用
さ
れ
て
い
る
固
　

定
資
産
を
所
有
す
る
人

申
請
期
間u

５
月
24
日
E
ま
で

必
要
書
類u

q
納
税
通
知
書

w
印
鑑

【
軽
自
動
車
税
】

・
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
「
Ａ
」

の
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
ち
　

障
害
等
級
が
「
１
級
」
の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
　

手
帳
を
持
ち
障
害
等
級
が
主
に
「
３

級
、
３
項
症
、
３
款
症
」
以
上
の
人

※
こ
れ
以
外
に
も
該
当
す
る
場
合
が

あ
る
の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間u

５
月
24
日
E
ま
で

必
要
書
類u

q
納
税
通
知
書

w
印
鑑

e
各
障
害
者
手
帳
ま
た
は

証
明
書
と
そ
れ
ら
の
写
し

r
運
転
免
許
証
の
写
し

t
車
検
証
の
写
し

（
原
付
は
不
要
）

…
税
務
課

固
定
資
産
税
係
（
固
定
資
産
税
）

1
43
‐
１
１
２
１

市
民
税
係
（
軽
自
動
車
税
）

1
43
‐
１
１
２
０

問
合
せ

お
支
払
い
は
、
各
地
域
振
興
局
税
務

課
、
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税
事
務
所

お
よ
び
　
納
税
通
知
書
記
載
の

・
金
融
機
関

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
（
一
部

の
店
舗
を
除
く
）

で
で
き
ま
す
。

…
県
鹿
本
地
域
振
興
局
総
務
部
税
務
課

1
44
‐
１
０
６
１
　

1
44
‐
２
１
３
２

問
合
せ

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

対
象
者u

q
〜
e
を
満
た
す
者

q
山
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
会
員

w
６
月
30
日
現
在
運
転
免
許
取
得
後

10
年
・
20
年
・
30
年
ま
た
は
40
年

以
上
経
過
し
て
い
る

e
本
年
６
月
30
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
過
去
３
年
間
に
交
通
違
反
が
無

く
、
過
去
10
年
・
20
年
・
30
年
ま

た
は
40
年
の
間
に
行
政
ま
た
は
刑

事
上
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

申
請
期
間u

５
月
15
日
C
〜
31
日
E

※
平
日
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
受
付

…
山
鹿
地
区
交
通
安

全
協
会
事
務
局

（
山
鹿
警
察
署
内
）

1
43
‐
１
８
８
７

【運動の基本】
「子どもと高齢者の交通事故防止」

【運動の重点】
・飲酒運転の根絶
・自転車の安全利用の推進
・後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底
・夜間外出時における反射材用品等の活用促進

F A

５月12日に鹿本農業協同組合の支所が統合
され、山鹿市内の支所は右記のとおりとなり
ます。
鹿本農協で、市税や手数料等をお支払い

（納付）される場合、右記以外の所ではできな
くなりますので充分ご注意ください。

申
込
・
問
合
せ

《納付可能な支所》
鹿本農業　本所
協同組合　山鹿支所（現八幡支所）

山鹿支所北取次店（現三岳支所）
山鹿支所南取次店（現米田支所）
鹿北支所（現岩野支所）
鹿北支所岳間取次店（現岳間支所）
菊鹿支所（現六郷支所）
菊鹿支所内田取次店（現内田支所）
鹿本町支所
鹿央支所

４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る

運
営
に
変
わ
り
ま
し
た
。

指
定
期
間u

Ｈ
19
年
４
月
１
日
A

〜
Ｈ
22
年
３
月
31
日
d
ま
で

指
定
管
理
者u

株
式
会
社
　
五
輪

【
斎
場
利
用
申
請
と
利
用
料
金
の
支
払

い
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
】

・
斎
場
へ
直
接
申
請
お
よ
び
料
金
の
支
払

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
れ
以
外
の
手
続
は
、
現
行
ど
お
り
市

役
所
市
民
課
窓
口
お
よ
び
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
窓
口
で
行
い
ま
す
。

…
環
境
課
　
　
1
43
‐
７
２
１
１
　

問
合
せ

各
総
合
支
所
（
税
務
班
）

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
１

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
２

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で

す
。
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
、

消
費
者
か
ら
の
「
預
り
金
的
な
性
格
」

を
も
っ
た
税
金
で
す
の
で
滞
納
す
る
こ

と
な
く
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
に
誠
意
の
認
め
ら
れ
な
い
滞
納

者
に
対
し
て
は
、
厳
正
な
処
分
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１
　

問
合
せ

４
月
１
日
以
降
に
離
婚
さ
れ
た
方

は
、
当
事
者
の
合
意
や
裁
判
に
よ
り
、

婚
姻
さ
れ
て
い
た
期
間
分
の
老
齢
厚
生

年
金
を
、
最
大
２
分
の
１
ま
で
分
割
し

て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

険
事
務
所
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

…
熊
本
西
社
会
保
険
事
務
所

1
096
‐
353
‐
０
１
４
１
　

問
合
せ

有
料
指
定
ご
み
袋
制
に
お
け
る
Ｈ
19

年
度
山
鹿
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
手

数
料
の
収
納
を
左
記
の
卸
問
屋
に
取
り

扱
わ
せ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

取
扱
期
間u

Ｈ
19
年
４
月
１
日
〜

Ｈ
20
年
３
月
31
日

【
取
扱
業
者
】

・
#
堤
商
店

・
#
堀
商
店

・
2
原
食
品

・
山
鹿
市
商
工
会
　
　
（
順
不
同
）

…
環
境
課

1
43
‐
７
２
１
１
　

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

５
月
10
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

５
月
９
日
D
・
23
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

５
月
14
日
B

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

山
鹿
支
部

相
談
担
当
者u

民
事
・
家
事
調
停
委
員

検
察
庁
、
法
務
局
の
各

職
員

相
談
内
容u

法
律
問
題
、
サ
ラ
金
・
破

産
問
題
、
離
婚
・
相
続
等
　

問
題
、
登
記
、
人
権
問
題

等

…
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

山
鹿
支
部
　
　
1
44
‐
５
１
４
１

問
合
せ

ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
電
話
し

て
み
ま
せ
ん

か
！秘

密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
人
権
110
番

1
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

月
曜
〜
金
曜
（
祝
祭
日
を
除
く
）

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
不
可

※
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

（
1
096
‐
364
‐
０
４
１
５
）

相
談
担
当
者u

・
子
ど
も
の
人
権
専
門

委
員
（
人
権
擁
護
委
員
）

・
法
務
局
職
員

相
談
内
容u

い
じ
め
な
ど
子
ど
も
の
人

権
問
題

…
熊
本
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
1
096
‐
364
‐
２
１
４
５

問
合
せ



日
時u

５
月
27
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
を
中
心
に
心
の
幸
せ

を
学
び
ま
す
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

５
月
11
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

５
月
18
日
F

e
司
法
相
談u

５
月
25
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

５
月
10
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

５
月
17
日
E

e
心
の
悩
み
相
談u

５
月
24
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

５
月
２
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

５
月
９
日
D

e
消
費
生
活
相
談u

５
月
16
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

５
月
１
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

５
月
８
日
C

e
法
律
相
談u

５
月
15
日
C
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

５
月
７
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

５
月
14
日
B

e
警
察
相
談u

５
月
21
日
B
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

日
時u

５
月
11
日
F

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

「
母
の
日
」
制
定
100
年

一
部
「
松
尾
敬
宇
と
そ
の
母
」

二
部
「
ホ
タ
ル
観
賞
」

一
ツ
目
神
社

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
、
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

５
月
20
日
A

午
後
３
時
開
演

場
所u

天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
跡
）

入
場
料u

高
校
生
以
上
500
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

出
演u

児
玉
　
健
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）

高
濱
明
日
美
（
ピ
ア
ノ
）

…
児
玉
　
健

1
090
‐
１
１
６
６
‐
４
４
１
７

問
合
せ

2

「
看
護
の

日
」
の
行
事

で
す
。
無
料

で
す
の
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

日
時u

５
月
９
日
D
午
前
10
時
〜
正
午
　

場
所u

山
鹿
市
立
病
院
受
付
前
ホ
ー
ル

内
容u

身
長
、
体
重
、
血
圧
測
定

血
糖
、
体
脂
肪
測
定

栄
養
、
リ
ハ
ビ
リ
相
談
な
ど

…
山
鹿
市
立
病
院
看
護
部
　

1
44
‐
２
１
８
５

問
合
せ

ＧＷ後半の１日目、楽しいイベントを計画しました。皆
さんで楽しみに来てください。
日時u５月３日_

場所u道の駅かほく「小栗郷」と「木遊館」
主な内容u11：00～新緑コンサート（無料）

13：00～宝さがしゲーム（参加料500円）
※豪華商品あり

…（コンサート）小栗郷1３２‐４１１１
（宝さがし） 木遊館1３２‐２１５０

問合せ

日
時u

５
月
13
日
A

午
後
２
時
開
演

場
所u

天
聴
の
蔵

入
場
料u

１
、
０
０
０
円

…
坂
本
音
楽
事
務
所

1
44
‐
０
２
８
４

問
合
せ

子どもフェスティバルでは、親子で１日中、楽しく
遊んで過ごせるイベントがたくさんです。
日時u５月３日_～４日_ オープン記念祭

５日_ 10：00～15：30
子どもフェスティバル

場所uあんずの丘
主な内容u５日ボウケンジャーショー、DOYO組公演、

魚のつかみ取り、ゲームなど
…菊鹿総合支所総務振興課1４８‐３１１１

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

ベ
テ
ラ
ン
漫
才
師
・
内
海
桂
子
師
匠

の
楽
し
い
ト
ー
ク
を
中
心
に
、
邦
楽
演

奏
、
日
本
舞
踊
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
織
り

交
ぜ
た
楽
し
い
舞
台
で
す
。

日
時u

５
月
26
日
G
午
後
１
時
半
開
場

午
後
２
時
　
開
演
　

場
所u

八
千
代
座

観
劇
料u

５
、
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

…
八
千
代
座

1
44
‐
４
０
０
４

問
合
せ

ハ
ー
ブ
の
精
油
を
使
っ
て
香
り
よ
い

発
泡
入
浴
剤
を
親
子
で
作
り
ま
す
。

日
時u

５
月
20
日
A

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
　

場
所u

米
田
公
民
館

対
象
・
定
員u

小
学
生
の
親
子
ペ
ア

８
組

参
加
費u

１
組
　
１
、
０
０
０
円

…
有
働

1
090
‐
３
０
７
２
‐
４
２
６
９

問
合
せ
・
申
込

総
会
（
午
前
10
時
）
終
了
後
、
文
化

講
演
会
（
午
前
11
時
）
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
会
の
観
覧
は
、
自
由
で
す
。

日
時u

５
月
10
日
E

午
前
11
時
　

場
所u

山
鹿
中
央
公
民
館

演
題u

「
国
営
公
園
を
目
指
す
鞠
智

城
・
歴
史
的
内
容
と
そ
の
現
代
的
意
義
」

講
師u

温
故
創
生
館
館
長

木
崎
康
弘
　
氏

…
荻
　
昂

1
43
‐
３
１
７
３

問
合
せ

問合せ

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
自
立
し

た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
役
割
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
、

そ
の
養
成
を
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

講
座
日
程u

６
月
６
日
D
・
13
日
D

20
日
D
・
27
日
D

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

講
座
定
員u

30
人

講
座
申
込
締
切u

５
月
18
日
F

講
座
内
容u

介
護
予
防
に
つ
い
て
の
知

識
と
実
践
方
法

※
サ
ポ
ー
タ
ー
資
格
は
養
成
講
座
修
了

者
※
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
若
干
の
報
酬
あ
り

…
い
き
が
い
推
進
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
健
福
セ
ン

タ
ー
内
）

1
43
‐
０
０
５
２

問
合
せ
・
申
込

【
モ
ニ
タ
ー
の
内
容
と
活
動
範
囲
】

・
月
に
２
回
程
度
の
情
報
提
供

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
参
加
等

◎
菊
池
川
両
岸
（
募
集
人
員
１
名
）

山
鹿
大
堰
の
上
流
附
近

◎
上
内
田
川
両
岸
（
募
集
人
員
１
名
）

水
辺
プ
ラ
ザ
附
近

資
格u・

菊
池
川
流
域
の
活
動
範
囲
か
ら
お

お
む
ね
５
km
以
内
に
居
住

・
20
歳
以
上
で
日
常
的
に
川
に
親
し

ん
で
い
る
方

任
期u

７
月
よ
り
１
年
間
（
謝
礼
あ
り
）

募
集
期
限u

５
月
31
日
E

募
集
要
領u

応
募
用
紙
に
次
の
テ
ー
マ

で
記
入
（
絵
や
写
真
添
付
可
）

○
菊
池
川
と
自
分

○
河
川
愛
護
活
動
と
し
て
や
り

た
い
こ
と

…
国
土
交
通
省
山
鹿
出
張
所

1
44
‐
２
１
７
７

菊
池
川
河
川
事
務
所
管
理
課

1
44
‐
２
１
７
１

問
合
せ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

５
月
９
日
D

午
後
１
時
15
分
〜

午
後
４
時
45
分
ま
で

（
受
付
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
）

場
所u

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

会
議
室
１
（
鶴
屋
新
館
９
階
）

相
談
担
当
者u

弁
護
士
、
法
務
局

裁
判
所
職
員

相
談
内
容u

民
事
、
家
事
お
よ
び
人
権

等
に
関
す
る
諸
問
題

…
熊
本
地
方
裁
判
所
総
務
課

1
096
‐
325
‐
２
１
２
１

熊
本
家
庭
裁
判
所
総
務
課

1
096
‐
355
‐
６
１
２
１

問
合
せ

山鹿市立博物館収蔵庫に保管して
ある寄託・寄贈品を一般公開します。
戦時中の物や鎧、道具など昔懐か
しいものをたくさん公開します。
日時u４月２８日G～６月３日A

９：00～16：00

場所u山鹿市立博物館
料金u大人　　２１０円

子ども　　５０円
（市内小中学生および幼児は無料）
…山鹿市立博物館

1４３‐１１４５
問合せ

人権啓発課が４月１日より本庁３階に移
動しました。
ご利用の方は、お間違いのないようにお
願いします。

…人権啓発課1４３‐１１９９問合せ



開催日 行　事　名 時間 料金

－

午後

午後
午後
午後
午後

午後

日中

－

無料

有料
関係者
有料
有料

有料

有料

９日D

12日G

13日A

16日D

19日G

20日A

26日G

29日C

休館日
日本舞踊叶流
第10回妙粋会春のおさらい会
演歌流行歌八千代座公演2007
山鹿市教育センター総会

フラメンコ曽根崎心中

笑って踊ってチントンシャンソン♪
内海桂子と輝く仲間たち
三遊亭歌之介師匠落語会

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

３日_

４日_

５日_

６日A

13日A

20日A

27日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時

５
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

うちだ内科医院／後藤整形外科医院
横手医院／まえはら泌尿器科クリニック
山鹿中央病院
山鹿整形外科谷産婦人科医院
幸村医院
平井藤岡医院／佐藤クリニック
大橋通クリニック／中川医院
桑木内科／前原耳鼻咽喉科医院

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
西川誠一（ペン画）出口貴子（油彩・葦ペン画）二人
で18点展示　
期間u５月１日C～15日Cまで

k
風景、静物、人物などの油彩画　
期間u５月16日D～31日Eまで

（最終日はそれぞれ15：00まで）

k

期間u５月１日C～31日Eまで
ろうきん山鹿支店ロビー（鹿校通）
※お問い合せは一ノ瀬建志まで　1４４‐５６０９

k
四季折々の草花で自由に創作する押花を展示
期間u５月30日Dまで
お菓子の香梅　山鹿店 時間u８：30～20：00
※お問い合せは堀川まで　1４３‐７５４３

楊
名
時
健
康
太
極
拳
山
鹿
教
室
は
、

調
心
、
調
息
、
調
身
を
基
本
に
元
気
に

楽
し
く
生
き
る
同
好
会
員
を
募
集

日
時u

毎
週
火
曜
日
（
５
月
か
ら
）

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
半

場
所u

山
鹿
市
栗
林
　
丸
亀
醤
油
２
Ｆ

ロ
フ
ト
孫
平

講
師u

師
範
　
山
下
　
直

※
５
月
は
無
料
体
験
会

※
会
費
等
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先

ま
で…

本
田
健
一
郎1

44
‐
０
３
６
８

問
合
せ

k
期間u５月１日C・～31日Eまで
棧敷茶屋「貸ギャラリー」（八千代座前）
1４４‐８２２１（不定休） 時間u10：00～17：00

飲
用
井
戸
の
水
質
検
査
に
対
す
る
補

助
、
ま
た
水
質
検
査
に
よ
り
基
準
値
を

上
回
る
場
合
の
浄
水
器
設
置
に
対
す
る

補
助
を
行
い
ま
す
。

【
水
質
検
査
補
助
】

対
象
者u

市
内
居
住
者

対
象
検
査
項
目u

ヒ
素
・
フ
ッ
素
・
健
康
10
項
目

補
助
額u１

検
査
に
つ
き
　
１，
０
０
０
円

【
浄
水
器
設
置
補
助
】

対
象
者u

上
水
道
給
水
区
域
以
外
に

居
住
す
る
方
で
、
ヒ
素
・
硝
酸
態
窒

素
・
フ
ッ
素
が
水
質
検
査
基
準
を
超

過
し
て
い
る
場
合

対
象
器
具u

前
記
物
質
を
基
準
以
下
に

除
去
す
る
浄
水
器

補
助
額u

設
置
費
用
の
半
額

＊
上
限
10
万
円

対
象
者u

市
内
居
住
者

（
原
則
鹿
本
地
区
を
除
く
）

補
助
対
象
機
器u

・
生
ご
み
処
理
容
器

（
１
世
帯
２
個
ま
で
）

・
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

補
助
金u

購
入
代
金
の
半
額

＊
上
限
、
生
ご
み
処
理
容
器
２
千
円
、

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
２
万
円

浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助
を
行

い
ま
す
。

対
象
者u

市
内
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
方
。

（
下
水
道
認
可
区
域
・
農
業
集
落
排
水
事

業
採
択
区
域
内
・
小
規
模
店
舗
付
住
宅

以
外
の
事
業
所
を
除
く
）

補
助
額u

・
５
人
槽
＝
34
万
２
千
円

・
７
人
槽
＝
41
万
４
千
円

・
10
人
槽
＝
53
万
７
千
円

＊
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し

ま
す
。

日
常
生
活
の
ご
み
の
中
か
ら
、
再
資

源
化
で
き
る
も
の
を
回
収
す
る
団
体
に

対
し
て
、
奨
励
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

対
象
団
体u

資
源
回
収
団
体
と
し
て
市

に
申
請
し
、
登
録
証
を
有
す
る
団
体

＊
登
録
済
み
団
体
は
、
再
登
録
の
必
要

な
し

対
象
品
目u

・
鉄
類
…
鉄
く
ず
、
空
き
缶
等

・
紙
類
…
古
新
聞
、
古
雑
誌
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
等

・
ビ
ン
、
ガ
ラ
ス
類

…
酒
、
醤
油
、
ビ
ー
ル
等

・
布
類
…
ぼ
ろ
き
れ
、
衣
類
等

＊
奨
励
金
の
交
付
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

登
録
申
請
時
に
説
明

※
い
ず
れ
の
受
付
も
市
役
所
環
境
課

（
浄
水
セ
ン
タ
ー
）
で
行
い
ま
す
。

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
８
時

半
〜
午
後
５
時
ま
で
）

※
w
の
水
質
検
査
と
浄
水
器
の
受
付

は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
も

行
え
ま
す
。

※
r
の
生
ご
み
処
理
機
器
の
受
付
は

５
月
末
日
ま
で
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

…
環
境
課
1
43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

er

w q

k
山鹿市在住多田隈亮典さんの作品
期間u５月１日C～15日Cまで
鹿央物産館（常設展示場）1３６‐３８３８
時間u10：00～17：00 （月曜定休）

伝
統
芸
能
「
狂
言
」
を
八
千
代
座
で

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

実
施
期
間u

５
月
下
旬
か
ら
翌
年
３
月

月
曜
　
午
後
６
時
〜
８
時

（
月
２
回
開
催
）

場
所u

八
千
代
座
新
楽
屋
１
階
稽
古
場

募
集
人
数u

40
名
以
内

受
講
料u

月
額
２
、
０
０
０
円

（
講
師
料
は
市
負
担
）

内
容u

狂
言
の
基
本
か
ら
発
表
会
ま
で

…
八
千
代
座

1
44
‐
４
０
０
４

問
合
せ
・
申
込

茶
所
な
ら
で
は
の
料
理

と
手
揉
み
茶
が
体
験
で
き

ま
す
。

日
時u

６
月
３
日
A

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

集
合
場
所u

木
遊
館

定
員u

20
人
（
要
予
約
）

料
金u

２
、
０
０
０
円

（
材
料
代
・
保
険
代
込
み
）

…
木
遊
館
　
　
　
　
　
　
　

1
32
‐
２
１
５
０

問
合
せ
・
申
込

鹿央物産館では、芸術個展や趣味や生き甲斐の
ための展示スペース「鹿央物産館～万葉の風～」
として提供します。
展示期間u月２回（１回15日間）
展示内容uジャンルは問いません
展示者u個人でもグループでも可

…鹿央物産館　　1３６‐３８３８問合せ
▲これが鹿央物産館の展示スペースです

都市計画の基本的な方針となる「都市計画マスタープ
ラン」の内容を検討していただく委員さんを募集します。
定員u◎策定協議会委員　４名以内

◎専門部会委員　　７名以内
対象u・市内在住または市内在勤で20歳以上

・市が設置する他の審議会などの委員になって
いない
・平日の日中の会議に出席できる方

任期u選任後マスタープラン策定終了まで
(Ｈ21年３月ごろ)

報酬u１回あたり　5,700円（税込み）
選考u応募者多数の場合選考委員会にて書類選考後、

抽選。
応募方法u市ホームページ掲載の応募用紙、または自

由様式に必要事項（＊1）を記入の上、テー
マ（＊2）でその考えと応募理由を含め400字
程度書いて提出

（＊1）記入事項＝住所・氏名・年齢・性別・生年月日
電話番号・職業（勤務先）

（＊2）テーマ＝「山鹿市の将来の都市像等について」
※郵送・ＦＡＸ・Ｅメールいずれかで提出

応募期限u５月31日Eまで（当日消印有効）
…〒861－0592山鹿市山鹿978
山鹿市役所都市計画課都市計画係　　
1４３‐１５９１　5４４‐３２００
Eメール：toshikei@city.yamaga.lg.jp

申込・問合せ

都市計画マスタープランとは…おおむね10～20年後を目
標として、まちづくりの基本理念や目指すべき将来の都
市像とその実現のための整備方針等を定めるものです。

申
込
資
格u

・
高
卒
・
大
卒
等
の
未
就
職
者

・
35
歳
以
下
の
方
で
公
共
職
業
安
定

所
に
求
職
の
申
込
さ
れ
て
い
る
離

職
者
の
方

定
員u

20
人

申
込
期
間u４

月
19
日
E
〜
５
月
７
日
B

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

申
込
方
法u

・
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
で

職
業
相
談
の
上
受
講
申
込

訓
練
会
場u

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
山
鹿
校

（
プ
ラ
ザ
フ
ァ
イ
ブ
３
Ｆ
）

訓
練
会
場u６

月
６
日
D
〜
10
月
29
日
B

受
講
費
等u

・
入
学
金
、
受
講
料
は
無
料

※
た
だ
し
教
科
書
等
諸
経
費
と
し

て
約
２
万
円
程
度
の
自
己
負
担

履
歴
内
容u

O
A
機
器
操
作
技
能
、
ビ
ジ
ネ
ス

文
書
の
作
成
の
基
礎
・
応
用
財
務
　

管
理
、
販
売
仕
入
れ
業
務
等
の
概

要
な
ど
就
業
先
事
業
所
に
て
必
要

と
さ
れ
る
技
能
と
知
恵
を
習
得

…
独
立
行
政
法
人
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー

委
託
訓
練
係
1
096
‐
242
‐
０
３
９
４

（
申
込
先
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

1
24
‐
８
６
０
９

申
込
・
問
合
せ

※
４
月
15
日
号
で
「
申
込
資
格
」
の
年
齢
が

違
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
再
度
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。



R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

（H17.10.26生れ）

持松（鹿央）

Q私から一言
保育園から帰ったら毎
日若いばぁちゃん、おば
ちゃんたちとドライブで
す。楽しいです！

Q私から一言
おじいちゃん、おばあち
ゃんいつもありがとう！！

（H16.６.８生れ）

山鹿（山鹿）

Q私から一言
お姉ちゃんお兄ちゃんこ
れからも一緒に遊んでね！

（H17.７.16生れ）

来民（鹿本）

問合せ

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

体も冬から夏へ衣替えをする季節、冬にため込んだいろ
いろな物を体を動かして消費してみませんか。
でも・・自分では、どうやってどんなスポーツをすれば
いいのか、なかなかメニューを考えつかないものです。そ
んな方のために、幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」の施設内
でできる各種の運動教室をご紹介します。
Ａスタジオプログラム
◎ストレッチ教室（30分）
普段使わない部分を気持ちよく伸ばし、心身をリラッ
クスし柔軟性を身につけよう！
◎ストレッチバランスボール教室（30分）
大きなボールを使っての簡単な運動やストレッチで正　
しい姿勢とバランス感覚を身につけよう！
◎やさしい筋トレ教室（30分）
無理をせずに必要な筋肉を鍛える教室です。転倒防止

や関節の痛みの予防に！
◎エアロビクス【有料】（60分）
「スターター」（初級）「ベーシック」（中級）「インタ　
ー」（上級）の３コースで自分の体力に合わせて！
Ｂプールプログラム
◎水中ウォーキング教室（30分）
膝や腰に負担がかかりません。歩き（ウォーキング）
を中心に！
◎水中ストレッチウォーキング教室（30分）
ウォーキング+ストレッチ（体操）の内容です
◎ダイエット流水教室（30分）
強い水流が内臓にも刺激を与えマッサージ効果も！
◎大人の水泳教室とジュニア水泳教室【各有料】（60分）
ご希望のプログラムをチョイスして健康づくりにお役立
てください。

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０
・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

日時u５月７日B 山鹿・菊鹿
５月14日B 山鹿・鹿北
５月21日B 山鹿・鹿本
５月28日B 山鹿・鹿央
13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿 北→鹿北総合支所
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（19年１月生）
日時u5月15日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（18年９月生）
日時u5月22日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（17年９月生）
日時u5月１日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（16年１月生）
日時と対象u
５月18日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
５月25日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k
＊乳児健診（18年９月・19年１月生）
日時u５月８日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（16年１月・２月生）
日時u５月24日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u５月７日B…菊鹿　14日B…山鹿・鹿北
21日B…鹿本　28日B…鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿、菊鹿、鹿本、鹿央→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター

k
日時と場所u
５月９日D 山鹿健康福祉センター

13：45～14：30受付（診察14：00から）
５月23日D 鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

13：45～14：30受付（診察14：00から）
※生後６カ月児未満で、ＢＣＧ接種が済んでいないお子
さんは、先にＢＣＧを済ませてください。
※三種混合１期初回を１回でも受けられているお子さん
は、３回済ませてからお越し下さい。

麻麻麻麻
ま

ししししんんんん・・・・風風風風
ふ う

ししししんんんん
のの予予防防接接種種ははおお済済みみでですすかか？？!!

実施医療機関

昨年の４月から、麻しんと風しんの予防接種が２回とな

りました。２回目は年長児（平成13年度生まれ：H13年４

月２日～H14年４月１日生まれ）が対象です。

早めに接種されることをお勧めします。

麻しんとは？

麻しんウイルスの空気感染によっておこる病気です。感
染力が強く予防接種を受けないと、多くの人がかかる重い
病気です。発熱・せき・発疹

ほっしん

が主症状。最初３日間は38℃
前後の熱で、一時おさまりかけたかと思うと再び39～40℃
の高熱と発疹が出てきます。高熱は３～４日で下がり、次
第に発疹も消失します。

風しんとは？

風しんウイルスの飛沫
ひまつ

感染によって起こる病気です。潜
伏期間は２～３週間。軽い症状で始まり、発疹・発熱・後
頸部リンパ節腫脹などが主症状です。発疹も熱も約３日間
で治りますので、『三日ばしか』とも呼ばれています。

医療機関名　　　　　　地区名　　 電話番号
井上小児科　　　　　　 山　鹿　　　1 44-5628
坂本医院　　　　　　　　 山　鹿　　　1 44-2763
東内科小児科医院　　　　 山　鹿　　　1 44-3444
桑木内科　　　　　　　　 鹿　本　　　1 46-2063
平井藤岡医院　　　　　 鹿　本　　　1 46-2146
中川医院　　　　　　　 鹿　本　　 1 46-3106
きくか松岡クリニック　　 菊　鹿　　　1 48-2055
幸村医院　　　　　　　　 鹿　央　　　1 36-2000

○過去に麻しん・風しんのどちらか一方にかかった場合
は、かかっていないワクチンのみ接種できます。
ただし、過去に麻しん・風しん共にかかったことがある
方は接種する必要はありません。
○年齢対象外になると任意接種となり料金の補助ができま
せんのでご注意ください。
○予防接種を受けるときは、必ず保護者が同伴してください。

※要予約

※詳しい接種方法については、お住まいの保健師までご相談ください。
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※３月中の届出受付分を掲載しています

◆およろこび◆

山　鹿 富田　泰行さんQ船津　裕美さん
阿蘇品陽介さんQ小田小百合さん

米　田　貞本　崇彰さんQ松本　智美さん
三 岳　佐藤　義光さんQ林　加奈子さん
三 玉　河北龍一郎さんQ木田　美咲さん
大　道 宮川　裕輔さんQ緒方　育美さん

野津　公輝さんQ中村　美穂さん
角田　広樹さんQ中野　あいさん
西村　広教さんQ松岡さやかさん

広　見 荒木　誠一さんQ富田由香里さん

内　田　渡邉　誠二さんQ大森智奈美さん
六　郷 竹下　智揮さんQ永瀬　絵美さん

立山　康隆さんQ田中　　祥さん
東　　克彦さんQ阪本真由美さん

来　民 服部　�弥さんQ藤本かおりさん
稲　田 坂田　啓太さんQ原口　摩衣さん

米野岳 立山　淳一さんQ杉本さおりさん
村田　　勉さんQ前田　知聖さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 川原 晃
こう

さん　西田みのりさん
川　辺 岡崎　桜采

おうさ

さん
米　田　松本　華奈

はるな

さん
八　幡 上田　春佳

はるか

さん
平小城 緒方　彩乃

あやの

さん
三　岳　山下　由姫

ゆ き

さん
三　玉 北岡　千和

ちより

さん
大　道 大浦奈都子

な つ こ

さん　洲鎌　莉那
り な

さん
杉　心太郎

しんたろう

さん　宮脇さくらさん
芳川　　操

みさお

さん　平井　史弥
ふみや

さん
高木　星奈

せ な

さん　大渕　音羽
と わ

さん
三森　璃音

りおん

さん　松尾　和真
かずま

さん
稲垣　舞風

ゆ ら

さん

岩　野　野中　陽向
ひなた

さん
広　見 中島　祐花

ゆうか

さん

内　田　松本　真衣
ま い

さん　松本　祐衣
ゆ い

さん
六　郷 奥村美乃里

み の り

さん

来　民 島田あさひさん　船津　劉星
りゅうせい

さん
中　富　後藤　裕太

ゆうた

さん

米野岳 松本　晴薫
はるか

さん　松本　千波
ち な

さん

◆おくやみ◆

山　鹿　安達　敏子サン(69) 西島ミツオさん(97)
古家サツキさん(93) 垂水　良三さん(83)
菊本ナツエさん(86) 下川　長助さん(91)
松本　高明さん(60)

米　田　原田貴志子さん(76) 坂梨大九郎さん(86)
中嶋　大輔さん(74) 坂本　英一さん(77)

八　幡 松林カナヱさん(83) 川本　　覺さん(71)
中原　英夫さん(75)

三　岳　前田キミコさん(92)
三　玉 大塚　敏行さん(95) 竹下スエヲさん(83)

長坂タカエさん(92) 池田サカエさん(67)
大　道 大竹　　全さん(88) 宮本　只廣さん(71)

大橋　典子さん(42) 中村メグミさん(79)
福本　正弘さん(89) 木村　則親さん(73)
有働テル子さん(89) 冨田　秀俊さん(63)
河村カオルさん(91)

岩　野　月脚みや子さん(76) 木野カシ子さん(79)
広　見　鬼� 薫さん(77) 荒木　喜吉さん(80)

内　田　古田チヨコさん(87) 上田シヅコさん(101)
六　郷 山品　一雄さん(88) 金光　弓子さん(92)

浅香　則芳さん(83) 古閑　龍谷さん(78)
曽我　和代さん(78) 相良　　壽さん(88)
井出　龍子さん(94)

城　北 川　　登さん(100) 冨田ヨツエさん(96) 

来　民 堤　　玲子さん(71) 宮本　次安さん(76)
稲　田　芹川　康夫さん(86) 江住ミヨ子さん(85)

津留　敏郎さん(82) 田北スズ子さん(86）
中　富 小材　勝子さん(88) 福島ミサオさん(79)

千　田　東　　昭行さん(78)
山　内 米田　信二さん(82)

▲春分の日に開催された『あんずの丘マラソン』では、淡いピン

クのあんずの花が満開を迎え、ランナーの目を楽しませてく

れました。カラーでお見せできないのが残念。


